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新年のごあいさつ
一般社団法人関西電気管理技術者協会　会長　　鈴 木 　 胖

新年あけましておめでとうございます。平素
は格別のご配慮とお引き立てを賜り、心より厚
く御礼申しあげます。

昨年を振り返りますと、5月に新型コロナ感染
症は感染症法上の位置づけが２類相当から５類に
変更され、経済社会活動の正常化が一段と進ん
だ年でありました。

一方、世界情勢はロシアによるウクライナ軍
事侵攻が長期化しており、さらに昨年１０月には
イスラエル・ハマス紛争が勃発し、情勢が不安
定化しております。

本年の日本経済は、こうした世界情勢の不安
定化やそれに起因する物価高、慢性的な人手不
足等懸念材料はあるものの、インバウンド需要
の増加、企業の設備投資の持ち直し等により緩
やかな回復が見込まれております。

さて、電気は社会、経済、産業及び国民生活
に欠くことのできないものであり、その安定供
給と安全の確保は極めて重要であります。電気
保安を取り巻く環境は、太陽光発電等再生可能
エネルギー発電設備が増加する一方で、電気主
任技術者の減少から、電気保安業務と電気主任
技術者の需給ギャップは今後急速に拡大するも
のとみられています。

経済産業省ではこのような電気保安人材の不
足に対応するため、外部委託承認にかかる要件
緩和、デジタル技術の活用促進、電気保安業界
への入職促進等様々な対策を講じております。

当協会としてもこうした動きを注視し、電気保
安をめぐる環境の変化に的確に対応いたします。

私ども一般社団法人関西電気管理技術者協会
の会員の責務は、保安規程を遵守するとともに、
お客様の設備を技術基準に適合するよう維持し、
電気設備を安全に安心して使用していただける
ようにすることです。そのため、協会及び会員
は、最新技術、事故情報等の収集に努め、研修
の受講等による技術力の向上を図るなど、日々、
研鑽を重ねております。

なにとぞ、今後とも、私ども一般社団法人関
西電気管理技術者協会及びその会員に対しまし
て、より一層お引き立てを賜りますようよろしく
お願い申しあげます。

最後に、本年が明るい年になりますよう、併
せて皆様方のご健勝とご発展を心よりお祈り申
し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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今年もインターンシップを
実施しました 神戸支部

Topics
トピックス

机上講習 双眼鏡によるＰＡＳ点検

漏電火災警報器試験 接地測定

報告書作成 研修後の懇談会

　神戸支部では、電気保安管理業務を知って頂く
ことを目的に、インターンシップの受け入れを行っ
ております。

　例年インターンシップを受け入れていた神戸村
野工業高等学校が彩星工科高等学校となり、校舎
も新築され、設備容量は2600KVAと以前の2.5
倍に増えています。令和5年7月10日(月）～ 12日
（水）の3日間実施し、学校の都合により年次点検
はできませんでしたが、本校での実習を中心に行
いました。
　生徒さんは、電気保安管理業務に興味を持って
おられたので積極的に講師に質問したり、率先し
て作業に取り組んでおられました。机上講義で、

高圧受電設備の主要機器の構成・目的について講
習を行いました。机上実習では、高圧受電設備の
主要機器の構成・目的について講習を行い、実技
実習では、安全作業を第一に考え危険作業がない
よう点検作業について実習しました。
　測定作業では、測定機器の取扱い、測定時の危
険ポイントを交えながら測定値の判定基準の習得
を行いました。又、点検の不備による波及事故が
社会的影響につながる事を説明し、保守管理の大
切さを学んでもらいました。

　今回のインターンシップで電気保安管理業務の
魅力、社会的貢献度を感じてもらい、将来保安電
気管理業務に携わる事を期待します。
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シモダフランジの製品は、私たちの暮らしを取り巻くあらゆる分野で活躍しています。
高品質で豊富な実績を背景に、様々な業種の企業様に当社製品を
お選びいただいております。

お客さま
紹介

納品分野

発電
プラント

化学
プラント

風力発電

掘削設備

建築土木

建設機械

送電鉄塔

造船



092024  新春

鍛造製品のことならシモダフランジへ、豊富な取扱製品を御紹介します。

製品例

鍛造フランジ
パイプとパイプの接続、バルブやノズルなどの配管機
器との接続、温度計・流量計などの計器との接続、お
よび、配管端部の閉止などに使われる配管継手です。

ラテラル
ボイラの高温・高圧流体の配管に使用される継手。
鍛造一体成型ブロックから削り出して製作するため、
溶接部がなく、強度および耐久性に優れています。

バルブボディ
鍛造一体成形ブロックからの削り
出しで製作した大型バルブの素材
です。

鞍型管台
圧力容器の側面に接続される
ノズル。曲面形状に合わせて、
開先を三次元加工します。

一体型Ｔピース　フランジ付き
フランジの部分も含めて、鍛造一体成形ブロックから
削り出して製作。溶接部分がないため、強度および耐
食性に優れています。

レデューサ
直径の異なるパイプとパイプを
接続するための継手。鍛造品か
ら削り出して製作します。

削り出しエルボ
鍛造ブロックから削り出して製作するため、歪のない断
面真円のエルボです。優れた真円精度と滑らかな内表
面によって流量ロスを低減できます。また、内径中心
を偏心させて外径側を増肉することも可能です。

旋回輪
ショベルカーの旋回ベアリングに使用されるリング素
材。リングローリング成形後、熱処理して機械加工
仕上げを行います。

機械式継手
建築・土木工事に使用される鋼管杭の接続に使用され
る継手。溶接が不要で、機械的にパイプを接続できる
ため、現場の施工時間を大幅に短縮できます。



トラブル事例
（構内柱）高圧開閉器付近で
足場パイプが接触→地絡停電発生

電線付近での仮設足場の組立に関する注意喚起

大阪北支部　山口　博
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1月13日　外壁塗装のため足場パイプ組立 ⇒ この時すでに接触状態となっている

●関西電力送配電(株)の配電線付近での作業
 関西電力送配電ダイヤル 0800-777-3081（通話料無料）
 ・受付時間：9時から17時（土日祝・年末年始を除く）
 ・一部のIP電話からはご利用いただけない場合があります
　  その場合050-3085-3081(通話料有料)へおかけください。

●工場・ビル等の関西電力送配電（株）以外の配電線等の付近での作業
 工場・ビル等の設置者（電気主任技術者）に連絡してください。

●関西電力送配電(株)の配電線への防護管取付け依頼
 かんでんエンジニアリング防護管センター
 電話：0120-911-820（平日 9:00 ～ 17:30）
 FAX：072-228-5520
 防護管取付サービス ホームページ

1月17日　降雨により地絡継電器が動作し → 受電用高圧開閉器開放 → 構内停電となる

●仮設足場上での作業中に、作業員が感電する事故が発生しています●
　中部近畿産業保安監督部近畿支部管内においては、以前から仮設足場での作業中に作業員が感電し、死亡または負傷す
る事故が発生しており、当支部ウェブサイトや講習会等で注意喚起を行ってきましたが、今年度も残念ながら同様の事故が発
生しました。配電線付近での作業は非常に危険であり、感電事故が発生すると、作業員だけでなく家族や職場にも大きな影
響を与えるとともに、停電を発生させることにより社会的な影響を及ぼす事になります。
　足場組立作業に携わる皆様におかれましては、未然防止に向けて、下記注意事項をご参照下さい。

 1. 仮設足場から配電線まで十分な安全距離※を上下左右方向ともに確保してください。
 2. 十分な安全距離※を確保できない場合は、配電線の停電や移設、配電線への防護管の取付け等を行うよう、
  配電線の設置者等に連絡してください。
 3. 配電線は、見た目だけでは充電状態か停電状態か判別できません。必ず作業開始前に配電線の設置者に
  電線の状態を確認してください。
 ※電力会社推奨の安全距離…高低圧配電線(6600V・200V・100V)：2m以上、特別高圧配電線(22KV ～ 33KV)：3m以上

令和3年8月19日
経済産業省 中部近畿産業保安監督部近畿支部
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電線付近で仮設足場を組み立てる際の注意事項

電線付近で仮設足場を組み立てる際の連絡先
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今後の対策
接続部の絶縁処理は
テープまきでなく
導管端子カバーを
使用する
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仮設足場における感電死傷事故の事例（近畿管内）
事故概要

仮設足場の上で建屋の外構修繕工事を行っていた作業員が、材料(銅製雨樋）を両手に持っ
て横移動させた際に、高圧ケーブル(6600V)に材料を接触させたため感電し、負傷した。

建物解体工事のため仮設足場を組み立てていた作業員が、足場用の鋼管を高圧線
（6600V）に接触させたため感電し、約7mの足場上から墜落し、死亡した。

戸建新築工事のため仮設足場を組み立てていた作業員が、高圧配電線(6600V)に触れ感
電し、約4mの足場上から墜落し、負傷した。

建屋改造工事のため仮設足場を組み立てていた作業員が、低圧配電線の接続部(200V)
に触れ感電し、死亡した。【写真１】

移動式足場の上で屋根解体工事を行っていた作業員が、足場鋼管に触れて感電し、死亡し
た。移動式足場を組み立てる際、低圧配電線(100V)の被覆を損傷し、この配電線が足場
鋼管に接触していたため、足場鋼管が充電状態となっていた。【写真２】

仮設足場の上で屋根補修作業を行っていた作業員が、高圧配電線(6600V)に触れ感電し、
約7.5mの足場上から墜落し、負傷した。

仮設足場の上で屋根補修作業を行っていた作業員が、高圧配電線(6600V)に触れ感電し、
約8.7mの足場上から墜落し、負傷した。【写真３】

集合住宅の解体作業のため設置した仮設の組立足場の解体作業中に、作業員が、仮設足
場上で高圧配電線(6600V)に触れて感電し、約8.8mの高さから墜落し、負傷した。

絶縁テープ重ね巻きしているが
経年劣化により　
ボルト突起部分が露出したり
絶縁低下となる

直接要因は　塗装会社の作業員が足場パイプをリード線に接触させたものであるが…
防護の必要性を認識していない

主任技術者に事前の連絡・打ち合わせをしていないことから発生した事案である！
今後は、 ●事前協議し　防護等安全策を講じる
 ●立入禁止区画工事に立会し　安全作業スペースを確認する

「感電しなくてよかった!!」
発生要因

再発防止策

写真1　平成27年度 感電死亡事例 写真2　平成29年度 感電死亡事例

構内で電気・建築・土木掘削工事等の予定が有る
場合は、事前に電気管理技術者に情報提供を
お願い致します。

お客様へのお願い

写真3　
令和1年度 感電負傷事例

今後の対策
接続部の絶縁処理は
テープまきでなく
導管端子カバーを
使用する
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仮設足場の上で屋根補修作業を行っていた作業員が、高圧配電線(6600V)に触れ感電し、
約7.5mの足場上から墜落し、負傷した。

仮設足場の上で屋根補修作業を行っていた作業員が、高圧配電線(6600V)に触れ感電し、
約8.7mの足場上から墜落し、負傷した。【写真３】

集合住宅の解体作業のため設置した仮設の組立足場の解体作業中に、作業員が、仮設足
場上で高圧配電線(6600V)に触れて感電し、約8.8mの高さから墜落し、負傷した。

絶縁テープ重ね巻きしているが
経年劣化により　
ボルト突起部分が露出したり
絶縁低下となる

直接要因は　塗装会社の作業員が足場パイプをリード線に接触させたものであるが…
防護の必要性を認識していない

主任技術者に事前の連絡・打ち合わせをしていないことから発生した事案である！
今後は、 ●事前協議し　防護等安全策を講じる
 ●立入禁止区画工事に立会し　安全作業スペースを確認する

「感電しなくてよかった!!」
発生要因3

再発防止策4

写真1　平成27年度 感電死亡事例 写真2　平成29年度 感電死亡事例

構内で電気・建築・土木掘削工事等の予定が有る
場合は、事前に電気管理技術者に情報提供を
お願い致します。

お客様へのお願い

写真3　
令和1年度 感電負傷事例
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一般社団法人 関西電気管理技術者協会

https://www.eme-kansai.or.jp/

電気の故障・事故発生時 緊急時連絡体制

緊急保安センターでは
お客さまの電気設備を
24時間、365日体制で
管理しています。

停電、漏電、感電、火災など
電気の故障・事故発生時は
お電話ください。

に連絡が繋がらないときは
の緊急保安センターまで
ご連絡ください。

24時間365日
安心の保安体制
870余名の技術者集団が
お客さまの事業場を守ります。

本　　　　部 〒540-0034 大阪市中央区島町1丁目2番3号（三和ビル5階） ☎（06）6943-9577
■大阪北支部 〒540-0034 大阪市中央区島町1丁目2番3号（三和ビル6階） ☎（06）6943-4549
■大阪南支部 〒590-0024 堺市堺区向陵中町4丁4番1号（三栄ビル4階） ☎（072）257-4390
■神 戸 支 部 〒650-0004 神戸市中央区中山手通3-4-8（大東ビル503） ☎（078）334-7835
■姫 路 支 部 〒670-0935 姫路市北条口2-7（カーニープレイス姫路第二ビル9階9-4号） ☎（079）284-2545
■京 都 支 部 〒600-8107 京都市下京区五条通新町東入東錺屋町186（ヤサカ五条ビル10階） ☎（075）351-7346
■滋 賀 支 部 〒520-0801 大津市におの浜3丁目3-3（ヨシノビル2階）  ☎（077）524-8635
■和歌山支部 〒640-8361 和歌山市岡円福院東ノ丁25番地 ☎（073）431-3524
■奈 良 支 部 〒636-0247 奈良県磯城郡田原本町阪手638-1（もちの木ビル2F2号室）  ☎（0744）32-7338

一般社団法人 関西電気管理技術者協会 本部および支部一覧

編集委員長：髙橋 清二（大阪北）
編集副委員長：曽谷 孝広（姫路）
編 集 委 員：富田 秀一（大阪南）、川西 博武（神戸）
 山本 秀文（京都）、松井 隆（滋賀）
 坂本 正光（和歌山）、尾﨑 愼一（奈良）

「でんきのかんり」編集委員

（受託・代行会員の電気管理技術者）

1
2

緊急保安センターご契約の電気設備管理事務所

お客さま

1
2

緊急保安センター 0120-756-136

機関誌「でんきのかんり」
92号の訂正とお詫び

機関誌「でんきのかんり」92号の13ページにて記載に誤りがありました。
「令和5年度定例研修会」 電力安全課課長補佐 小西 努様に訂正してお詫びします。
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